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＜あぜかりっ子の心を見つめる教育週間＞ 

～子供の心を見つめる～ 

 

 ６月２４日（月）から６月２９日（土）は、「あぜかりっ子の心を見つめる教育週間」

です。朝の授業開始時刻８時３０分から子供たちが帰る１５時３０分くらいまでの一週

間、学校を開放いたします。 

 教育週間の始まりはご存じのとおり、平成１５年７月１日の事件です。翌平成１６年か

らこの教育週間への取り組みが始まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 命の大切さを教えるだけではなく、「心を見つめる」ですので、「自身の将来を見つめ、

目標をもつ」児童の育成や、本校も重点的に取り組んでいる「あいさつやマナー」につい

ても、一緒に考え教えていくことが目的となります。 

 学校だけで考えるのではなく、地域の方々や保護者も皆様とともに考え、子供たちの「健

やか」なる成長につなげていきたいと思います。以前のたよりにも示しました「子供は地

域の宝」「地域の子供は地域で育てる」さらには、「家庭教育の充実」にも、これまで同様、

ご協力をお願いしたいと思います。 

「地域に開かれた学校」への取組の一つでもある「あぜかりっ子の心を見つめる教育週

間」に、ぜひ多くの皆様に足を運んでいただき、子供たちの成長を見守っていただきたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

目的：命を輝かせて生きる、 

心豊かな長崎っ子の育成を図る。 

  ○命を大切にする心や思いやりの心の育成 

  ○あこがれや将来への志を育成 

  ○あいさつやマナーの向上 


